
                             

 

 

 

 

 

 

 牧野東区では、地域資源の適切な保全管理を行うため、平成３１年から組織を立上げ、 

国の交付金を得ながら毎年様々な環境保全活動を行っています。 

 活動主体である牧野東地域資源保全会とその取り組みをご紹介します。 

 

１ 牧野東地域資源保全会の概要 

（１） 設立 平成３１年１月６日 

（２） 目的 農地維持活動又は資源向上活動を通じ、芝山町牧野に存する農用地、水路・ 

農道等の地域資源及び農村環境の保全を図ることを目的とする 

（３） 構成員 ２８名 

（４） 活動対象 農用地（田）：1,430ａ、水路：0.6km、農道：2.0km 

（５） 主な活動内容 

① 農用地の法面の点検や診断等の実施 

② 水路・農道の点検・診断の実施。水路の草刈りや泥上げの実施。農道路肩・法面の草刈りの実施 

③ 草花（彼岸花等）の植栽など景観形成活動の実施 

  

※彼岸花の植栽活動は、JA 山武郡市の広報誌「かがやき」で取り上げられました。 

 

牧野東地域資源保全会だより 

ＶＯＬ．１ 令和７年３月

(2024 年 9 月号) 



２ 令和６年度の主な取り組み 

（１）農道・水路の点検 

   ４月に農道・水路の点検を実施しました。 

 

（２）水路の草刈り・泥上げ、農道路肩等の草刈り 

   ５月、６月、８月、１０月に水路の草刈りや泥上げ、農道路肩等の草刈りを実施しました。 

 

（３）草花の植栽 

   １０月に、水仙の植栽を実施しました。 

 

＜令和７年度も活動を実施しますので、引き続きご理解・ご協力をお願いいたします＞ 


